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表紙写真：師団諸職種協同戦闘訓練

（攻撃前進中の小銃小隊）

各種行事・訓練

職場の豆知識

「究極の答え」
第３師団隊員紹介コーナー

令和４年度師団諸職種協同戦闘訓練
～諸職種部隊が協同連携して戦闘能力を向上～

師団諸職種協同戦闘訓練

偵察隊競技会

総合防災訓練

師団通信訓練

新隊員特技課程・一般陸曹候補生課程（後期）教育

予備自衛官招集訓練

灯火会のつどい

師団戦士
我が部隊の新戦力
一隅を照らす
私の大切な物

みんなの架け橋

自衛隊奈良地方協力本部



攻撃前進を開始する小銃小隊
（第７普通科連隊）

軽装甲機動車を利用した防御戦闘
（第３６普通科連隊）

砂塵を巻き上げ突撃する７４式戦車
（第３戦車大隊）

攻撃前の現地調整
（第７普通科連隊・第３戦車大隊）

師
団
は
、
令
和
４
年
９
月
10
日
（
土
）
か
ら
約
２
週
間

に
わ
た
り
、
青
野
ヶ
原
演
習
場
（
兵
庫
県
）
に
お
い
て
、
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Ａ
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戦
闘
訓
練
を
実
施
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
レ
ー
ザ
ー
光
線
等
に
よ
り
実
弾
を
使
用

す
る
こ
と
な
く
実
際
的
な
交
戦
訓
練
が
で
き
る
バ
ト
ラ
（
交

戦
訓
練
装
置
）
の
特
性
を
活
用
し
、
実
戦
的
能
力
及
び
諸

職
種
協
同
の
練
度
向
上
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
。

機
甲
科
（
戦
車
）
・
野
戦
特
科
・
施
設
科
部
隊
の
配
属

を
受
け
た
増
強
普
通
科
中
隊
が
攻
撃
部
隊
と
防
御
部
隊
に

分
か
れ
、
対
抗
方
式
に
よ
り
激
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

本
訓
練
に
攻
撃
部
隊
の
運
用
訓
練
幹
部
と
し
て
参
加
し

た
第
37
普
通
科
連
隊
第
４
中
隊
の
酒
井
１
尉
は
「
中
隊
長

の
適
時
適
切
な
状
況
判
断
・
的
確
な
決
心
に
資
す
る
た
め
、

全
般
状
況
を
掌
握
し
て
見
積
を
修
正
し
、
情
報
提
供
す
る

こ
と
に
着
意
し
ま
し
た
。
一
部
の
部
隊
が
損
耗
を
受
け
ま

し
た
が
、
速
や
か
に
小
隊
を
再
編
成
、
部
隊
運
用
の
修
正

を
具
申
し
て
任
務
を
完
遂
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本

訓
練
で
得
た
教
訓
を
反
映
し
、
10
月
の
Ｆ
Ｔ
Ｃ
訓
練
に
万

全
の
状
態
で
臨
み
ま
す
」
と
所
見
を
述
べ
た
。

１ ３ 師 団 だ よ り 第１５８号 令和４年（２０２２年） ９月

第
３
戦
車
大
隊
及
び

第
３
偵
察
隊
は
、
令
和

４
年
９
月
９
日
（
金
）
、

滋
賀
県
高
島
市
源
氏
浜

に
お
い
て
、
偵
察
用
ボ

ー
ト
に
よ
る
小
隊
対
抗

の
競
技
会
を
実
施
し
た
。

競
技
会
は
、
偵
察
用

ボ
ー
ト
１
艘
に
５
人
が

１
組
と
な
り
、
互
い
の

力
を
結
集
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
部
隊
の
意
地
と
プ

ラ
イ
ド
を
か
け
、
速
度

を
競
い
合
っ
た
。

訓
練
を
通
じ
各
部
隊

は
団
結
の
強
化
と
、
戦

技
能
力
の
向
上
を
図
っ

た
。

一斉にスタートする選手たち

一進一退のデッドヒート

素手での地雷探索・障害処理
（第３施設大隊）

８７式対戦車誘導弾を携行し前進
（第３７普通科連隊）

手信号による無声指揮
（第３７普通科連隊）



２ ３ 師 団 だ よ り 第１５８号 令和４年（２０２２年） ９月

自
然
災
害
の
多
い
日
本
で
は
毎
年
９
月
１
日
を

「
防
災
の
日
」
と
定
め
て
お
り
、
そ
の
日
か
ら
１
週

間
を
「
防
災
週
間
」
と
し
て
い
る
。

師
団
隷
下
の
災
害
派
遣
担
当
区
担
任
部
隊
は
、
地

方
自
治
体
等
が
計
画
す
る
防
災
訓
練
に
参
加
し
、
防

災
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
災

害
対
処
能
力
の
向
上
を
図
っ
た
。

各
地
で
行
わ
れ
た
防
災
訓
練
で
は
、
風
水
害
や
大

規
模
地
震
に
よ
っ
て
災
害
が
発
生
し
た
と
の
想
定
に

よ
り
、
偵
察
用
オ
ー
ト
バ
イ
に
よ
る
被
害
情
報
収
集

後
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
倒
壊
家
屋
又
は
埋
没
車

両
か
ら
の
人
命
救
助
な
ど
を
行
っ
た
。

綾
部
市
防
災
訓
練
に
分
隊
長
と
し
て
参
加
し
た
第

７
普
通
科
連
隊
の
下
谷
２
曹
は
、
「
平
成
30
年
に
綾

部
市
で
発
生
し
た
土
砂
災
害
に
係
る
災
害
派
遣
で
は
、

分
隊
員
と
し
て
倒
壊
家
屋
か
ら
の
人
命
救
助
活
動
に
従
事

し
ま
し
た
。
今
回
の
訓
練
で
は
、
当
時
の
経
験
を
生
か
し
、

分
隊
員
に
当
時
の
活
動
の
教
訓
な
ど
を
教
え
な
が
ら
訓
練

が
で
き
、
部
隊
と
し
て
の
災
害
対
処
能
力
の
向
上
に
寄
与

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
よ
り
一
層
地
域
や
関
係
機

関
と
連
携
し
た
活
動
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
語
っ
た
。

要救助者の救出
（兵庫県・播磨広域合同防災訓練）

関係機関との調整
（兵庫県・播磨広域合同防災訓練）

要救助者の救護
（京都府綾部市防災訓練）

河川に取り残された要救助者の救護
（京都府総合防災訓練）

命令下達を実施する分隊長
（京都府綾部市防災訓練）

師
団
は
、
９
月
上
旬
、
師
団
内
の
各
地
に
お
い
て
、
令
和
４
年
度
師
団
通
信

訓
練
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
の
災
害
発
生
時
に
お
け
る
師
団
の
シ
ス
テ

ム
通
信
能
力
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
た
。
本
訓
練
を
通

じ
、
師
団
と
隷
下
部
隊
と
の
連
接
能
力
及
び
災
害
対
処
時
の
通
信
構
成
に
お
け

る
実
効
性
の
向
上
を
図
っ
た
。

警察と連携して行方不明者を捜索
（和歌山県橋本市総合防災訓練）



３ ３ 師 団 だ よ り 第１５８号 令和４年（２０２２年） ９月

【普通科〈迫撃砲〉】(第３７普通科連隊）

【衛生科】(第３後方支援連隊） 【武器科】(第３後方支援連隊）

【通信科】(第３通信大隊）

【普通科〈軽火器〉】(第３６普通科連隊）

【野戦特科】(第３特科隊）

第
３
後
方
支
援
連
隊

第
１
整
備
大
隊
（
大
隊

長

濱
谷

２
佐
）
は

９
月
１
日
（
木
）
か
ら

５
日
（
月
）
ま
で
の
間
、

千
僧
駐
屯
地
に
お
い
て

予
備
自
衛
官
招
集
訓
練

を
実
施
し
た
。

予
備
自
衛
官
は
、
主

と
し
て
元
自
衛
官
で
あ

る
が
、
普
段
は
そ
れ
ぞ

れ
の
職
業
に
就
い
て
い

る
た
め
、
年
間
で
定
め

ら
れ
た
定
期
的
な
訓
練

に
参
加
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

招
集
訓
練
を
通
じ
、

各
参
加
者
は
必
要
な
知

識
・
技
能
の
維
持
向
上

を
図
っ
た
。

第
３
師
団
隷
下
各
部
隊
に
お
い
て
、
７
月
か
ら
実
施
中
の
新
隊
員

特
技
課
程
・
一
般
陸
曹
候
補
生
課
程
（
後
期
）
教
育
が
、
い
よ
い
よ

集
大
成
の
時
期
を
迎
え
た
。

新
隊
員
は
本
課
程
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
と
な
る
べ
く
、
専
門
的
な
知
識
・
技
能
の
基
本
基
礎
を
学

ん
だ
。
こ
の
間
、
同
期
隊
員
と
切
磋
琢
磨
し
、
各
種
検
定
や
総
合
訓

練
を
乗
り
越
え
、
た
く
ま
し
く
成
長
し
た
。

第
37
普
通
科
連
隊
で
教
育
を
受
け
た
藤
原
２
士
は
「
教
わ
っ
た
こ

と
を
配
属
さ
れ
た
中
隊
で
発
揮
し
て
、
早
く
戦
力
に
な
れ
る
よ
う
が

ん
ば
り
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
た
。

【需品科】(第３後方支援連隊）

【施設科】(第３施設大隊）

【普通科〈軽火器〉】(第７普通科連隊）

第
３
音
楽
隊
（
隊
長

今
井
１
尉
）
は
９
月
18

日(

日
）
、
福
住
や
す
ら

ぎ
公
苑
特
設
会
場
（
奈

良
県
天
理
市
）
で
開
催

さ
れ
た
「
灯
火
会
の
つ

ど
い
」
に
お
い
て
演
奏

を
披
露
し
た
。

こ
の
催
し
は
平
和
へ

の
祈
り
を
込
め
毎
年
夏

に
奈
良
県
天
理
市
で
開

催
さ
れ
る
地
元
で
も
有

名
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

演
奏
で
は
東
日
本
大

震
災
復
興
ソ
ン
グ
の

「
花
は
咲
く
」
や
行
進

曲
「
キ
ン
グ
・
コ
ッ
ト

ン
」
な
ど
幅
広
い
楽
曲

を
披
露
し
、
多
く
の
聴

衆
を
魅
了
し
た
。

射撃予習訓練



第３特殊武器防護隊

３等陸曹 飯田 友紀

第３後方支援連隊本部付隊

３等陸曹 新田 萌子

Ｑ

出
身
地
は
。

Ａ

兵
庫
県
伊
丹
市
で
す
。

Ｑ

陸
曹
候
補
生
課
程
入
校
期
別
・
時
期
は
。

Ａ

第
１
３
９
期

令
和
３
年
７
月
入
校
で
す
。

Ｑ

合
格
通
知
を
受
け
た
時
の
心
境
は
。

Ａ

や
っ
と
陸
曹
へ
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立

つ
こ
と
が
で
き
た
と
実
感
し
ま
し
た
。

【
陸
曹
教
育
隊
入
校
間
に
つ
い
て
】

Ｑ

印
象
に
残
っ
て
い
る
訓
練
は
。

Ａ

防
御
訓
練
で
す
。
初
め
て
５
．
５
６
㎜
機

関
銃
（
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
）
を
扱
い
、
射
撃
を

し
た
こ
と
が
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

特
に
苦
労
し
た
こ
と
は
。

Ａ

夏
場
の
入
校
だ
っ
た
の
で
、
全
て
の
訓
練

が
暑
か
っ
た
こ
と
で
す
。

Ｑ

教
育
を
通
じ
特
に
学
ん
だ
こ
と
は
。

Ａ

陸
曹
に
な
る
た
め
の
基
礎
的
知
識
及
び
後

輩
達
に
指
導
や
教
育
を
す
る
た
め
の
根
拠
を

学
び
ま
し
た
。

Ｑ

陸
曹
に
な
っ
て
の
心
境
の
変
化
は
。

Ａ

今
ま
で
は
教
え
て
も
ら
う
立
場
で
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
自
分
が
教
え
る
立
場
に
な
っ
た

と
実
感
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

今
後
の
部
隊
で
の
目
標
は
。

Ａ

部
隊
の
中
核
と
し
て
、
よ
り
一
層
部
隊
活

動
に
貢
献
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

Ｑ

陸
曹
を
目
指
す
後
輩
隊
員
に
一
言

Ａ

や
れ
ば
で
き
る
。
や
ら
ね
ば
で
き
な
い
。

４ ３ 師 団 だ よ り 第１５８号 令和４年（２０２２年） ９月

第３施設大隊

３等陸曹 吉田 貴紀

第
３
施
設
大
隊
本
部

管
理
中
隊
に
所

属
す
る
吉
田

貴

紀

（

よ

し

だ

た
か

の
り
）
３
曹
を
紹

介

し

ま

す

。

吉
田
３
曹
は
、
平
成
29
年
９
月
に
第
３
中
隊

に
配
置
さ
れ
、
令
和
２
年
１
月
に
３
等

陸
曹
へ
と
昇
任
し
、
現
在
は
大
隊
本
部

第
３
係
文
書
陸
曹
と
し
て
勤
務
し
て
い

ま
す
。
吉
田
３
曹
は
、
行
政
文
書
管
理

に
つ
い
て
の
識
能
向
上
に
努
め
、
文
書

管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
以
降
、
年
々
変

化
す
る
文
書
管
理
業
務
に
対
応
し

、
適

正
な
文
書
管
理
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
隊
本
部
の
若
手
と
し
て
、
如

何
な
る
任
務
に
も
率
先
し
て
取
り
組
む

な
ど
、
各
係
の
円
滑
な
業
務
の
遂
行
に

積
極
的
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

吉
田
３
曹
は
、
休
日
は
家
族
で
ド
ラ
イ

ブ
や
カ
フ
ェ
巡
り
な
ど
を
し
て
過
ご
し

て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
に
公
私

に
渡
っ
て
充
実
し
て
い
る
吉
田
３
曹
は
、

今
後
も
中
隊
で
更
な
る
活
躍
を
し
て

く

れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す

。

Ｑ

出
身
地
は
。

Ａ

宮
城
県
気
仙
沼
市
で
す
。

ホ
ヤ
ぼ
ー
や
（
気
仙
沼
市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
）
が
有
名
で
す
。

Ｑ

異
動
の
き
っ
か
け
は
。

Ａ

中
期
実
員
管
理
で
す
。

Ｑ

前
部
隊
は
。

Ａ

東
北
方
面
特
科
連
隊
（
岩
手
）
で
す
。

Ｑ

前
部
隊
で
の
思
い
出
は
。

Ａ

気
象
班
で
気
球
を
飛
ば
し
て
観
測
し
た
こ

と
で
す
。
強
風
の
際
に
大
き
な
気
球
を
運
ぶ

と
き
は
命
が
け
で
し
た
。

Ｑ

現
職
務
の
や
り
が
い
は
。

Ａ

補
給
陸
曹
と
し
て
数
多
い
官
品
を
管
理
す

る
こ
と
で
す
。

Ｑ

現
職
務
で
苦
労
し
て
い
る
こ
と
は
。

Ａ

パ
ソ
コ
ン
操
作
（
機
械
音
痴
）
で
す
。

Ｑ

尊
敬
す
る
（
目
指
し
て
い
る
）
先
輩
は
。

Ａ

第
３
後
方
支
援
連
隊
本
部
付
隊
の
皆
様
で

す
。

Ｑ

関
西
の
生
活
は
ど
う
で
す
か
。

Ａ

朝
も
夜
も
と
に
か
く
暑
い
で
す
。
関
西
は

義
理
人
情
に
厚
い
人
達
が
多
い
印
象
で
す
。

Ｑ

今
後
の
目
標
は
。

Ａ

関
西
に
染
ま
る
こ
と
。
人
情
深
い
人
に
な

り
ま
す
。

Ｑ

最
後
に
一
言

Ａ

ま
い
ど
お
お
き
に
！
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
！

第３音楽隊
２等陸曹 田中 裕一

第３音楽隊の田中 裕一（たなか ゆういち）２曹が大切にしている「楽器」を紹介します。

私の大切な物は、「チューバ」です。チューバは吹奏楽の中で最も低い音を受け持つ楽器です。私は
チューバを始めてから２７年になりますが、現在４本の楽器を所有しています．．．。(４本も？)はい、
家も狭くなり、決して家計に優しくない楽器です。（絶対子どもには勧めません）一番長い付き合いの
物で２４年前に大学受験の為に親に買ってもらった楽器のほか、ソロ演奏をする為に必要なＦチューバ
（管の長さが短い楽器）など仕事に欠かせない楽器です。より良い音楽、音色を求めていくうちに今年
遂に念願(!?)の楽器を購入しました！派手な彫刻が特徴のこの楽器はドイツ・ミュンヘンの一人の職人
によって全工程を手作業で作られました。１本作るのに約１ヶ月かかるそうです。ほとんどの日本のプ
ロオーケストラ奏者がこの楽器を愛用している「高嶺の花」とも言える存在です(値段も高値)。とても
響きが豊かでストレスなく演奏することができます。この新たな相棒と共に音楽隊のサウンドを支えて
いけるよう音は低くても「理想の高(たか)音(ね)」を求め大切に磨いていきたいと思います。



最
近
、
コ
ン
ビ
ニ
の
マ
シ
ュ
マ
ロ
を
よ
く
つ
ま
ん
で
い
る

ど
う
も
、
２
回
目
の
登
場
「
ジ
ョ
シ
ュ
ア
」
で
す
。

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
時
に
長
い
串
に
刺
し
て
軽
く
あ
ぶ
っ
て

そ
の
ま
ま
食
べ
た
り
、
ク
ラ
ッ
カ
ー
に
挟
ん
で
ス
モ
ア
に
し

て
食
べ
る
と
お
い
し
い
で
す
よ
ね
。
焼
き
す
ぎ
る

と
炎
上
し
た
挙
句
ボ
タ
ボ
タ
垂
れ
て
大
変
な

こ
と
に
・
・
・
。

い
つ
の
間
に
か
セ
ミ
の
鳴
き
声
も
や
み
、
ず
い
ぶ
ん
気
候

も
穏
や
か
に
な
り
、
い
よ
い
よ
季
節
は
秋
に
変
わ
っ
て
い
き

ま
す
。
「
〇
〇
の
秋
」
と
言
わ
れ
る
通
り
色
ん
な
こ
と
を
始

め
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
す
ね
。

デ
ス
ク
ワ
ー
ク
が
メ
イ
ン
と
な
っ
て
つ
い
つ
い
運
動
を
し

な
く
な
り
が
ち
に
な
り
体
重
増
加
の
一
途
を
辿
る
私
は
、
ダ

イ
エ
ッ
ト
も
兼
ね
て
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
に
し
て
み
よ
う
と
思
い

ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
み
な
さ
ん
簡
単
に
痩
せ

ら
れ
る
方
法
っ
て
知
っ
て
い
ま
す
か
？

友
人
の
ま
っ
ち
ゃ
ん
に
教
え
て
も
ら

っ
た
方
法
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
ま
っ
ち
ゃ
ん
は
、
高
身
長

で
彫
刻
の
よ
う
な
肉
体
を
も
つ
知
識
が
豊
富
な
イ
ケ
メ
ン
で
、

い
ろ
い
ろ
な
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
る
頼
れ
る
存
在
で
す
。

ま
っ
ち
ゃ
ん
曰
く
「
食
う
な
！

走
れ
！
」
だ
そ
う
で
す
。
も
っ
と

目
新
し
い
も
の
を
期
待
し
た
私
は

か
な
り
拍
子
抜
け
し
ま
し
た
。

摂
取
カ
ロ
リ
ー
よ
り
消
費
カ
ロ
リ
ー
が
多
け
れ
ば
痩
せ
る
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
方
法
は
い
く
ら
で
も
あ
る
け
ど
誰
で
も
簡

単
に
で
き
る
と
い
え
ば
「
食
い
過
ぎ
る
な
！
走
れ
！
」
に
行

き
着
く
と
の
こ
と
で
す
。
（
必
要
な
栄
養
素
は
欠
か
さ
な
い

こ
と
）
誰
も
が
知
っ
て
て
、
簡
単
に
で
き
る
こ
と
。
説
得
力

が
あ
り
、
問
い
に
対
す
る
究
極
の
答
え
で
し
た
。

「
し
た
い
人
１
０
０
０
０
人
、
始
め
る
人
１
０
０
人
、
続

け
る
人
１
人
」
作
家
・
中
谷
章
宏
さ
ん
の
言
葉
と
し
て
有
名

で
す
ね
。
続
け
て
い
け
ば
き
っ
と
成
果
が
出
る
は
ず
で
す
。

冬
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
れ
ば
ク
リ
ス
マ
ス
や
お
正
月
で
お
い

し
い
も
の
を
食
べ
る
機
会
が
増
え
、
体
重
増
加
に
つ
な
が
る

シ
ー
ズ
ン
と
な
り
や
す
い
の
で
、
気
に
な
る
方
は
今
か
ら
備

え
て
お
く
の
も
手
だ
と
思
い
ま
す
。

手
元
の
マ
シ
ュ
マ
ロ
も
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
早
速
コ

ン
ビ
ニ
ま
で
走
っ
て
買
い
に
行
っ
て
き
ま
す
。

「
食
い
過
ぎ
る
な
！
走
れ
！
」

５ ３ 師 団 だ よ り 第１５８号 令和４年（２０２２年） ９月

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ Twitter facebook

第３師団ホームページでは、過去の３師
団だよりや、開催予定イベントの紹介など
を逐次更新しています！
ツイッター、フェイスブックも更新して

いるので、是非遊びに来てくださいね！

ｿｰｼｬﾙﾃﾞｨｽﾀﾝｽ

ﾏｽｸ着用

マメ

Instagram奈良地本HP Twitter

近
畿
２
府
４
県
に

所
在
す
る
各
自
衛

隊
地
方
協
力
本
部

か
ら
の
情
報
発
信

コ
ー
ナ
ー

皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
！

奈
良
地
本
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
り
く
し
か
く
ん
」
シ
カ
☆
兄
弟
の
「
う

み
し
か
く
ん
」
と
「
そ
ら
し
か
く
ん
」
と

一
緒
に
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
シ
カ
☆

奈
良
地
本
は
、
奈
良
公
園
の
南
側
に
位

置
す
る
本
部
と
、
県
内
の
４
か
所
に
配
置

し
て
い
る
募
集
案
内
所
と
地
域
事
務
所
で

構
成
さ
れ
て
い
る
組
織
シ
カ
☆

奈
良
地
本
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
に
注

意
し
な
が
ら
活
動
を
実
施
し
て
い
る
シ
カ
☆
入
隊
希
望
者
の
募
集

活
動
や
部
隊
見
学
、
市
街
地
で
の
広
報
活
動
の
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
自
衛
隊
に
関
す
る
情
報
を
発
信
し
て
い
る
シ
カ
☆

募
集
案
内
所
と
地
域
事
務
所
の
紹
介
動
画
や
、
開
催
間
近
の
広

報
イ
ベ
ン
ト
の
案
内
等
を
公
開
し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
に
な

っ
て
く
だ
さ
い
シ
カ
☆

自
衛
隊
に
入
隊
し
た
い
方
、
自
衛
隊
に
興
味
が
あ
る
方
が
周
り

に
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
は
、
ぜ
ひ
奈
良
地
本
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
シ

カ
☆
奈
良
地
本
が
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
シ
カ
☆

奈良地方協力本部 募集課 ☎0742-23-7001

＼奈良地本の活動や自衛隊の情報発信中シカ♪／

奈良地本来訪者への案内

地域イベントへ
参加するうみしかくん

地域イベントへの広報ブース出展
よろしく
お願いしますシカ！

「

究

極

の

答

え

」

【お詫びと訂正】

「３師団だより」第１５７号（８月号）に掲載しま
した次の記事におきまして、誤りがありました。

■２ページ「新着任部隊長紹介」の出身地

（正）長崎県

（誤）埼玉県

関係各位にご迷惑をお掛けしましたことをお詫び
するとともに、ここに訂正させていただきます。


